
図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

図
書
館
等
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

５
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
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本
会
議
に
お
け
る

議

　案

　質

　疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

代
表
質
疑

市
政
・
教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

【
自
由
民
主
党
】【
公
明
党
】【
や
ま
ぶ
き
会
】【
日
本
共
産
党
】

【
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
政
晴
会
】【
民
主
党
】

問
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画

で
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
を

新
た
な
柱
と
位
置
づ
け
た
施

策
の
展
開
に
つ
い
て
。

答
少
子
化
対
策
に
総
合
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
育

て
家
庭
の
支
援
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
等
の
取
組
、
保
育

園
の
定
員
拡
大
、
青
少
年
の

社
会
参
加
の
促
進
等
を
図
る
。

問
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事

業
で
何
を
行
う
の
か
。

答
初
雁
公
園
を
城
址
公
園
と

し
て
整
備
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
見
直
し
等
も
含
め
て
検

討
に
着
手
す
る
。
ま
た
、
未

来
へ
の
飛
躍
の
礎
を
築
く
、

節
目
の
年
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
実
施
し
た
い
。

問
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
教
育
と
は
。

答
英
語
力
の
向
上
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
更
な
る
育

成
を
図
る
。
ま
た
、
小
学
校

外
国
語
活
動
及
び
英
語
教
育

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国

際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
る
。

問
総
合
計
画
で
将
来
人
口
35 

万
人
を
維
持
す
る
方
策
は
。

答
地
域
経
済
の
活
性
化
や
産

業
間
の
連
携
の
推
進
等
を
行

う
こ
と
で
雇
用
を
確
保
す
る

取
組
に
よ
り
、
年
少
人
口
や

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
よ
う
努
め
る
。

問
子
ど
も
子
育
て
事
業
で
第

２
子
、
第
３
子
出
産
に
つ
な

が
る
市
独
自
の
取
組
策
は
。

答
年
少
扶
養
人
数
が
３
人
以

上
の
世
帯
の
保
育
料
が
急
激

に
上
が
ら
な
い
よ
う
措
置
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
出
産
後

も
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
保
育
環
境
を
整
備
し
、

待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
。

ま
た
、
新
た
に
産
前
・
産
後

支
援
事
業
や
子
育
て
中
の
保

護
者
が
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
利
用
者
支
援
事
業
を
実

施
す
る
。
更
に
、
引
き
続
き

産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
や
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、

施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

問
市
長
が
目
指
す
住
民
自
治

の
考
え
と
は
。

答
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
市
民
自
ら
が
関
わ
る

し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
が
住

民
自
治
を
進
め
る
方
策
と
し

て
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
市

政
へ
の
市
民
参
加
や
地
域
内

分
権
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

問
住
宅
政
策
の
中
で
の
空
き

家
対
策
は
。

答
平
成
28
年
度
は
空
き
家
の

現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
を

実
施
し
、
課
題
に
応
じ
た
具

体
策
な
ど
に
つ
い
て
組
織
横

断
的
に
、
ま
た
民
間
事
業
者

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
情
報
モ
ラ
ル
育
成
を
含
め
、

情
報
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

答
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
情

報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ

る
と
と
も
に
、
情
報
活
用
能

力
の
育
成
と
教
科
等
の
指
導

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効

果
的
な
活
用
を
図
り
た
い
。

問
保
育
園
の
第
１
次
募
集
に

対
す
る
不
承
諾
数
は
？

答
第
１
次
募
集
に
対
す
る
不

承
諾
の
通
知
の
人
数
は
３
５ 

８
人
で
あ
る
。

問
エ
ア
コ
ン
導
入
校
の
選
定

理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
来
年
度
設
置
を
中
央
小
学

校
、
高
階
南
小
学
校
、
霞
ケ

関
西
小
学
校
と
し
た
理
由
は
、

費
用
負
担
の
軽
減
か
ら
機
器

の
熱
源
を
都
市
ガ
ス
方
式
と

し
た
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に

ガ
ス
管
を
引
き
込
め
る
こ
と
、

地
域
性
か
ら
市
内
を
３
地
区

に
分
け
た
中
で
大
規
模
改
造

工
事
や
ト
イ
レ
改
修
工
事
を

近
年
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、

今
後
の
児
童
数
の
推
移
予
測

等
を
考
慮
し
、
選
定
し
た
。

問
民
間
活
力
の
導
入
は
分
野

に
よ
り
慎
重
な
姿
勢
が
求
め

ら
れ
る
。
市
長
の
見
解
は
？

答
公
民
連
携
の
基
本
方
針
を

作
成
す
る
中
で
、
先
進
的
な

取
組
を
行
う
団
体
等
も
参
考

に
、
適
切
な
導
入
分
野
を
検

討
し
て
い
く
。

問
荒
川
堤
防
改
修
計
画
と
Ｊ

Ｒ
川
越
線
荒
川
鉄
橋
の
関
係

に
つ
い
て
市
長
の
認
識
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
川
越
線
橋
梁
付
近
の

荒
川
堤
防
は
、
橋
梁
及
び
堤

防
の
高
さ
が
低
く
、
治
水
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
国
が
公
表
し
た
、

「
荒
川
水
系
河
川
整
備
計
画

（
案
）
」
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
川 

越
線
橋
梁
の
架
替
等
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

問
荒
川
鉄
橋
の
架
け
替
え
を

国
や
県
へ
働
き
か
け
て
い
る

か
。

答
同
計
画
（
案
）
に
至
る
ま

で
の
策
定
段
階
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
川
越
線
橋
梁
の
架
替
等

を
国
や
県
に
働
き
か
け
た
。

問
南
古
谷
駅
北
口
開
設
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
駅
舎
の
橋
上
化
、
自
由
通

路
の
必
要
性
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
駅
前
広
場
に
つ
い
て
も

都
市
計
画
に
関
す
る
検
討
を

鋭
意
進
め
て
い
る
。

問
子
育
て
世
代
を
支
え
る
安

心
の
拠
点
と
あ
る
が
、
拠
点

整
備
に
よ
り
ど
ん
な
課
題
が

解
消
さ
れ
る
の
か
。

答
鉄
道
駅
周
辺
に
拠
点
を
整

備
し
、
就
業
者
を
中
心
と
し

た
子
育
て
世
代
の
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
子
育
て
に

関
す
る
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

問
人
口
増
・
維
持
の
た
め
に

も
そ
れ
に
結
び
つ
く
企
業
を

誘
致
す
る
な
ど
、
企
業
誘
致

に
関
す
る
市
長
の
考
え
は
。
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